
船舶事故調査報告書 

令和７年７月２３日 

運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

事故種類 衝突 

発生日時 令和７年１月４日 １１時００分ごろ 

発生場所 愛媛県今治
いまばり

市大下
お お げ

島南方沖 

アゴノ鼻灯台から真方位１９５°５６０ｍ付近 

 （概位 北緯３４°１０.６′ 東経１３２°５５.８′） 

事故の概要  プレジャーボートアスター号は、北西進中、プレジャーボート J
ジェイ

-

DEEP
ディープ

は、船首を西北西方に向けて漂泊中、両船が衝突した。 

事故調査の経過 令和７年１月３０日、主管調査官（広島事務所）を指名 

原因関係者から意見聴取手続実施済 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 

Ａ プレジャーボート アスター号、５トン未満（長さ７.２７ｍ） 

   ２７３－６６７広島、個人所有 

Ｂ プレジャーボート J-DEEP、５トン未満（長さ６.２７ｍ） 

   ２７１－２２７７３広島、個人所有 

 乗組員等に関する情報 Ａ 船長Ａ、二級小型・特殊・特定 

Ｂ 船長Ｂ、二級小型 

 負傷者 なし 

 損傷 Ａ 左舷船首部外板に擦過傷 

Ｂ 船外機のカバーに破損、スパンカーの支柱に曲損 

 気象・海象 気象：天気 曇り、風向 西、風速 約３m/s、視界 良好 

海象：海上 平穏、潮汐 上げ潮の中央期 

 事故の経過 Ａ船は、船長Ａが１人で乗り組み、釣り場を移動する目的で、操縦

区画の右舷側に置いた椅子に腰を掛け、ＧＰＳプロッターを作動さ

せ、大下島南方沖の釣り場で船首を北北西方に向けた状態から発進

し、今治市小
こ

大下
お お げ

島東方沖の釣り場に向かった。 

船長Ａは、発進する際、周囲を見回したが、前路に航行の支障とな

る他船はいないと思って操船を開始し、本船を左転させて針路を北西

方に向けた。（写真１参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真１ Ａ船の操縦区画 

 

船長Ａは、約３～５ノットの対地速力で、手動操舵により北西進

中、顔を下方に向けて足元の釣り道具の整理作業を始めた。 

船長Ａは、釣り道具の整理作業を終え、顔を上げて船首方を見たと

ころ、Ａ船の船首方至近にＢ船を認め、急いで主機を全速力後進とし

たものの、Ａ船の左舷船首部とＢ船の船尾部とが衝突した。（図１参

照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ 事故発生経過概略図 
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衝突状況概略図 

死角となったかもし

れない窓枠及び囲壁 

Ｂ船（船首を西北西方に向けて漂泊中） 

アゴノ鼻灯台 

大下島 小大下島 

船長Ａ提供 



船長Ａは、Ａ船を反転させてＢ船に寄せ、船長Ｂと共にＢ船の乗船

者にけががないこと並びにＡ船及びＢ船の損傷状況を確認した。 

船長Ａは、船長Ｂが１１８番通報を行うところを聞いていた。 

Ａ船は、自力で航行して出航地である広島県竹原
たけはら

市竹原港に向かっ

た。 

Ｂ船は、船長Ｂが１人で乗り組み、同乗者２人を乗せ、大下島南方

沖の釣り場で、漂泊して釣りを行っていたところ、Ａ船と衝突した。 

船長Ａは、本事故発生海域で幾度も釣りを行った経験があり、ふだ

んは多数の釣り船がいる場所なので、発進前に周囲の安全を十分に確

認したつもりであった。 

船長Ａは、釣りを始めた頃には、Ａ船の周囲に約１２～１３隻の釣

り船がいたが、約３時間釣りを行っているうちに他船がしだいにいな

くなり、発進時にはＡ船以外の船舶はいないと思っていた。 

Ａ船の操舵区画には、前面の窓枠及び左舷方の囲壁によって死角が

生じていた。 

Ａ船及びＢ船の乗船者は、全員が救命胴衣を着用していた。 

分析 Ａ船は、北西進中、船長Ａが、前路に航行の支障となる他船はいな

いと思い、顔を下方に向けていて、船首方の見張りを適切に行ってい

なかったことから、Ｂ船に気付くのが遅れ、Ｂ船と衝突したものと考

えられる。 

船長Ａは、釣りを行っているうちに周囲にいた他船がしだいにいな

くなり、発進時にはＡ船以外の船舶はいないと思い、Ａ船を発進させ

る際に周囲の安全を適切に確認しなかったことから、Ｂ船を見落と

し、前路に航行の支障となる船舶はいないと思ったものと考えられ

る。 

船長Ａは、発進する際、周囲を見回したが、操舵区画前面の窓枠及

び左舷方の囲壁が死角となり、Ｂ船を見落とした可能性があると考え

られる。 

Ｂ船は、漂泊中、Ａ船と衝突したものと考えられる。 

船長Ｂは、周囲の見張りを適切に行っていなかった可能性があると

考えられるが、船長Ｂから必要な情報が得られなかったことから、明

らかにすることができなかった。 

原因  本事故は、Ａ船が北西進中、船長Ａが、前路で漂泊中のＢ船を見落

としたまま航行を開始した後、船首方の見張りを適切に行っていな

かったため、Ｂ船と衝突したものと考えられる。また、Ｂ船は、漂泊

中、Ａ船と衝突したものと考えられる。 

再発防止策 今後の同種事故等の再発防止に役立つ事項として、次のことが考え

られる。 

・小型船舶の船長は、常時、適切な見張りを行うこと。 

 


